






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































切言説上から排除してしまっているが、普通の感覚で考え ら、ここで感じた︿死ぬまで苦 み続け ﹀ことに対す ︿恐怖﹀は簡単に消えるものではないだろう。そもそもこの語り手がこの温泉を訪れた目的は 背中の傷が脊椎カリエス なって﹁致命傷﹂になるこ を恐れた、その﹁要心﹂のためであった。言い換えれば、彼はいまだ︿死に対する恐怖﹀ 拭いきれないまま、今こ に立っているということである。 れがこの期に
及んで自分の境遇と重なってしまうような鼠と出会い、改めて︿死ぬまで苦しみ続ける﹀ことの恐ろしさを





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































﹁城の崎にて﹂は、そのようなねらいのもとで取り上げた教材の一つであるが、今年度扱った中では、学生たちにこの﹁隠された物語﹂を導くのに最も困難を要した作品となった。本稿では、その理由の 察も含め、文学 を大学生と読むこと 意味について考察 いきたい。まずはじめに、筆者の教材解釈を提示し、
授業者の読みの方向性を明確にしたうえで、授業実践報告をふまえこの教育実践が持つ意味
について考察したい。
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荒　木　奈　美
（二）
１．はじめに
						
志賀直哉
﹁城の崎にて﹂
（1）には、
﹁山の手線の電車に跳飛ばされて怪我をした﹂
一人の男が、
その
﹁後養生﹂
のために一人で
﹁但馬の城崎温泉﹂
で過ごした三週間の出来事が語られている。
背
中
の
傷
が
脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
な
れ
ば
致
命
傷
に
な
り
か
ね
な
い
が、
そ
ん
な
事
は
あ
る
ま
い
と
医
者
に
云
わ
れ
た。
二
三
年
で
出
な
け
れ
ば
後
は
心
配
いらない、とにかく要心は肝心だからと言われて、それで来た。
語
り
手
の
今
回
の
滞
在
の
一
番
の
目
的
は、
事
故
で
負
っ
た
背
中
の
傷
の
治
療
で
あ
る。
彼
は、
こ
の
傷
が
脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
な
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る。
医
者
に
は﹁
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
﹂
と
言
わ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず、
二、
三
年
内
に
発
症
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
少
な
い
可
能
性
の
方
を
心
配
し、
自
分
で決めてこの地に一人でやって来た。この描写から語り手自身はこの﹁致命傷﹂を必要以上にひどく恐れていること、そしてその不安を抱えたまま、しかも一人でこの地に滞在し続けていることがわかる。
彼が恐れている
﹁脊椎カリエス﹂とは、結核菌が骨髄を侵し、死に至るまでひどく苦しむ病である。当時この病は特効薬がなく、ひと
たびこの病気にかかれば、死ぬま 苦しまなければならなかった いう。つまり﹁脊椎カリエス﹂になるとは、自分が︿死ぬまで苦しみ続ける﹀という事実をつきつけられることと同義だった。﹁
自
分
は
い
つ
か
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
い
う
不
安
を
抱
え
て、
た
っ
た
一
人
で
知
ら
ぬ
地
に
滞
在
す
る
と
い
う
こ
と。
そ
れ
は
た
と
え
ば
突
然、
死
の
不
安にさいなまれて苦しくなっても、目の前にその思いを受 止めてくれる人は誰もいないということである。そのようなリスクを背負って、なぜ彼はこの﹁城崎﹂へ向かったのか。そして実際に何か得られたも はあったのか。
筆者がこの語り手と作品解釈上において向き合った時に一番気になるのは、彼の︿死の不安を抱えながらそれを誰にも発信することな
244
（一）
札幌大学総合論叢
　
第三十三号（二〇一二年三月）
〈論文〉
志賀直哉
﹁城
の
崎
に
て
﹂
論
	 │
	 ﹁私﹂
の
気分
44
に
封印
さ
れ
た
物ナラティブ
語
│
	 青年期教育において文学教材が果たす役割について考える②
	 │荒
　
木
　
奈
　
美
